
学部の授業方法 

１ 単位制度 

各授業科目の単位数は、４５時間の学習を必要とする内容をもって１単位とすることを標準と 
しています。本学では、講義、演習、実験等の授業の形態により、授業の教育効果、授業時間外 
に必要な学修等を考慮して、次の基準により各授業科目毎に単位数を定めています。 

（１）講義の場合 
１５時間の授業をもって１単位とします。１時限は９０分の授業をもって２時間とみなし、 

１５回の授業をもって２単位となります。ただし、外国語科目（教養教育科目の英語・実用英 
語・英会話・英作文。以下同じ）・保健体育科目の健康科学・専門科目の各学科科学英語は、 
演習に準じます。 

（２）演習の場合 
３０時間の授業をもって１単位とします。 

（３）実験、実習及び実技の場合 
３０～４５時間の授業をもって１単位とします。 

２ 学期及び授業 

（１）学期 
本学は、１学年を前期と後期に分ける前期・後期制を採用しています。 

授業は、開講学期によって次のように区分されます。 

前期科目：前期のみで授業を完結する科目 
後期科目：後期のみで授業を完結する科目 
通年科目：前期と後期を通じて授業を行う科目。卒業研究は通年科目とします。 

また、授業の実施方法によって、次のように区分されます。 

通常授業：原則として毎週行われる授業 
集中授業：夏季休業、冬季休業などの一定時期に集中的に連続して行われる授業 

（２）授業時間 
本学の授業時間帯は、次のとおりです。ただし、実験・実習などで次の時間帯と異なる場合 

があります。 

１ 時 限 ９時００分～１０時３０分 

２ 時 限 １０時４０分～１２時１０分 

休 憩 

３ 時 限 １３時００分～１４時３０分 

４ 時 限 １４時４０分～１６時１０分 

５ 時 限 １６時２０分～１７時５０分


